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魚沼市長　大　平　悦　子　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　魚沼市まちづくり委員会

会長　平　井　正　尚　

提　　言　　書

日頃市政運営にご尽力されておりますことに対し、深く感謝申し上げます。

さて、魚沼市まちづくり委員会は、生活自然環境部会・福祉健康部会・地域産業部会・教育文化部会の四つの部会を置き、より良いまちづくりのために活動しております。本日提言及び提案する内容は、魚沼市まちづくり基本条例に基づき中立・公正な立場でこの1年間議論し、意見を集約したものであります。
その詳細な内容は別紙のとおりですが、市長におかれてはこの事柄を是非市政に反映し、実行に移していただくよう提言いたします。また、まちづくり委員会はこの提言内容について市民に向けても発信し、市と協働してその実現に努めてまいります。
記
１．防災について
　　　昨年の豪雪や東日本大震災、新潟・福島豪雨の各災害を受けて、平成23年10月30日に平成23年度第2回市民会議において「市民と魚沼市でつくる防災体制」、本年2月19日の第3回市民会議には「地域力と自主防災」をテーマにし、魚沼市の災害に対する検証と今後の防災体制を探ってまいりました。その結果別紙のとおり防災について提言します。

２．生活自然環境について
　　「自然環境都市」魚沼市の自然環境を守り、かつ、地域コミュニティを強化推進していくために子どもからお年寄りまで、魚沼市民全員が参加出来る事柄を提言します。

３．福祉健康について

　　「交通安全都市」魚沼市の今後の交通弱者のための交通手段の確保・整備と、「健康都市」魚沼市の地域医療を構築するための新しい市民参画のしくみづくりを提言します。

４．地域産業について
　　雪深い魚沼の気候・風土・伝統・文化に根ざした地域産業の振興、発展を考え提言します。

５．教育文化について
　　魚沼市の伝統文化の継承や、子どもたちの学力向上を図るため、新たなコミュニティ教育のしくみづくりを提言します。

1． 防災について
①　市は昨年の豪雨災害の検証結果の資料を公表するとともに積極的な情報の開示に努め、まちづくり委員会を始め、広く市民の立場からさらに議論を深める必要があります。また、消防を除いて危機管理担当は専門職でないため、維持継続対応でき防災に情熱を燃やす市の職員の人事配置及び育成に努めていただきたい。
②　7.29水害の避難勧告・指示対象者数に対して、避難所への住民避難率は非常に低い数字でした。これは、情報伝達の不備や、危険情報の無視・過小評価、自分の命よりも家財が気になること等が考えられますが、住民の避難行動は周辺状況との連動性が高いと言われております。したがって、土砂災害・洪水の犠牲者をゼロにするために自主防災組織が「率先避難者」の役割を担うよう市、消防が指導し、又、市民自らもその意識を高めることが必要です。
③　洪水ハザードマップを有効に活用するため、市民に対するていねいな説明が必要です。又、避難場所が適正かどうかの再考・見直しが必要だと思われます。
　　　避難勧告・避難指示についても市民への周知方法、発令のタイミング、初動体制等々、市民の安全と安心を守るための措置に万全を期していただきたいと思います。
④　魚沼市の老齢化率は年々高くなっており、豪雪時における老人世帯や空き住宅の雪下ろし問題や災害時における避難活動など、「自助」「共助」「公助」の役割分担を明確にし、それぞれの対応マニュアルを作成することが極めて重要と思われます。（職員、自治会、自主防災組織、民生委員等　三条市を参考に）また、自主防災組織のリーダーの育成に努め、共にお互いを補い合い、共に歩む仕組みづくりを構築することが必要です。
⑤　災害発生時においては市などの防災機関による防災活動のみならず、地域住民による自発的・組織的な防災活動が極めて重要であります。このため、地域力や市民力を生かし、住民や企業の連帯意識に基づく自主防災組織の整備育成が特に必要です。このことは地域コミュニティの崩壊を防ぐとともに、その維持・復活にもつながることが期待されます。したがって、自主防災組織率ではなく自主防災継続活動を評価すべきであると考えます。
2． 生活自然環境について
1 花いっぱい運動の全市展開
2 クリーン作戦の実施

3 自然環境に関する先進事例の研究

4 有機センター・コンポストを活用して、生ゴミの肥料化

5 安全とエコを考慮した歩道の整備

6 地域コミュニティー強化への取組み

　　　　　以上、提言します。
3． 福祉・健康について
1 交通手段の確保・整備はこれからのまちづくりの中核です。「移動権」を見据えた条例の制定等、市民交通網の先駆け的整備を提言します。
2 地域医療はまちづくりの中核であり、市民の安心と幸せの基盤です。市民参画をすすめ、みんなで作り育てる地域医療を提言します。
3 健康こそ幸せの基本です。官民協働の推進を提言します。

４．地域産業について
農業・観光・食品加工を地域産業の３本の柱として次のとおり提言します。
　　①農業・食品加工においては、雪国ならではの雪室利用を促進し、さらに付加価値を上げ、先人より引き継いだ魚沼食文化の良さを発信してゆくこと。
　②観光は裾野の広い地域密着型産業であり、市民参加の取り組みでお客様の満足度・幸福度を上げ、魚沼ファンを増やす活動を行ってゆくこと。
　③魚沼新ブランドについては、息の長い取り組みを飽きることなく継続することで認知度を上げ、市民が誇りに思えるブランド創りに取り組むこと。また、食を中心とする魚沼ブランドを推奨し、魚沼市を広くアピールすること。
５．教育・文化について
①魚沼市の伝統文化の継承　　
・1月15日「小正月」の意義と重要性を再認識するための普及啓発。

・市内各地域で行われる伝統行事を継承するための支援。

・魚沼市の伝統文化を継承するため魚沼市の休日として定めること。
②うおぬま寺子屋の創出

・学校では学べない伝統行事や躾け等のコミュニティ教育を、地域活動の中で学べる仕組みづくりに取りくむこと。

※「寺子屋の創出」とは、寺子屋自体を運営するものではなく、地域社会が一つの寺子屋となることを意味するものである。
　　　　　以上、提言します。

